
 

豊岡市立日高文化体育館 

区分 利用料金 

午前９時から午後零

時まで 

午後１時から午後５

時まで 

午後６時から午後10

時まで 

大

ホ

ー

ル 

可動席を使用しない場合 2,000円 3,400円 5,200円

可動席を使用する場合 9,400円 11,100円 13,000円

ステージ 900円 1,700円 2,600円

小ホール 1,300円 2,600円 3,900円

ミーティングルーム 400円 500円 700円

会議室１ 500円 600円 900円

会議室２ 500円 600円 900円

更衣室（１室につき） 400円 500円 700円

ミキサー室 2,600円 3,300円 3,900円

附属設備 別表（附属設備）で定める額 

備考 

１ 使用者が営利を目的として使用する場合の利用料金は、次に掲げる区分に応じ、次に定め

る額とする。 

ア 大ホールを使用する場合で、可動席を使用しないとき この表に規定するそれぞれの額

（附属設備に係る額を除く。以下同じ。）の10倍に相当する額 

イ アに該当する場合を除き、使用者が入場料を徴収し、その最高額が1,500円以上のとき 

この表に規定するそれぞれの額の２倍に相当する額 

ウ アに該当する場合を除き、使用者が入場料を徴収し、その最高額が1,500円未満のと

き、又は入場料を徴収しないとき この表に規定するそれぞれの額の1.5倍に相当する額 

２ 前号に該当する場合を除き、豊岡市日高文化体育館の設置及び管理に関する条例第３条第

１項の目的以外の目的に使用する場合の利用料金は、この表に規定するそれぞれの額の1.5

倍に相当する額とする。 

３ 前２号に該当する場合を除き、市内に居住し、在学し、又は勤務する者（市内に事務所又

は事業所を有する個人及び法人その他の団体を含む。）以外の者が使用する場合の利用料金

は、この表に規定するそれぞれの額の1.5倍に相当する額とする。 

４ 大ホールを使用する場合で、その半面を使用する場合の利用料金は、この表に規定するそ

れぞれの額（前３号のいずれかに該当する場合は、当該各号により計算された額）の５割に

相当する額とする。 

５ 大ホール、ステージ及びミキサー室をリハーサルに使用する場合の利用料金は、この表に

規定するそれぞれの額の５割に相当する額とする。 

６ 大ホール、ステージ及びミキサー室を準備に使用する場合の利用料金は、この表に規定す

るそれぞれの額の３割に相当する額とする。 



 

７ 使用許可時間を超過して使用する場合は、この表に規定するそれぞれの額（前各号のいず

れかに該当する場合は、当該各号により計算された額）の１時間当たりの利用料金に当該超

過時間を乗じて得た額を加算する。この場合において、当該超過した時間に30分以上１時間

未満の端数の時間があるときは、これを１時間とし、30分未満の端数の時間があるときは、

これを切り捨てる。 

８ 大ホール、ステージ、小ホール、ミーティングルーム、会議室１及び会議室２で、冷暖房

を使用する場合は、この表に規定するそれぞれの額（使用許可時間を超過して使用するとき

は、この表に規定するそれぞれの額を基礎として前号の例により計算した額を含む。）の５

割（第４号の使用の場合は2.5割）に相当する額を加算する。 

９ 利用料金の額の算定において、算出した利用料金の合計額に10円未満の端数が生じたとき

は、これを切り捨てる。 

 



別表（附属設備） 

品名 単位 利用料金 備考 

ピアノ（ステージ） １台 4,000円調律代は別 

ピアノ（小ホール） １台 1,000円調律代は別 

音響（大ホール） １式 3,000円有線マイク２本含む。 

音響（小ホール） １式 1,500円有線マイク２本含む。 

有線マイクロホン １本 500円 

ワイヤレスマイクロホン（ハンド型） １本 800円 

ワイヤレスマイクロホン（タイピン型）１本 1,300円 

スポットライト(１kw) １台 100円 

はねかえりスピーカー １台 500円 

持込電気電源 500w 200円 

備考 

１ 附属設備等の利用料金は、午前９時から午後零時まで、午後１時から午後５時まで又は

午後６時から午後10時までの各時間帯における使用ごとに１回の使用として算定する。た

だし、音響設備（音響からはねかえりスピーカーまでの附属設備等）を使用する場合は、

１日を１回の使用として算定する。 

２ ピアノの利用料金には、調律料を含まない。 

３ 持込機器電源利用料金の500ワットとは、持込機器の定格消費電力量の500ワットをいい、

その合計量に500ワット未満の端数があるときは、これを切り上げて算定する。 

４ リハーサルのために附属設備を使用する場合の利用料金は、この表に規定するそれぞれ

の額の３割に相当する額とする。 


